
これらの337正はo8年度に審査する経営事項宰査から適用

経営事項宰査の改正ボイント
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と
の
方
針
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し
た
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を
受
け
て
い
る
こ
と
な
ど
が
要
件
と
な
る
。
た
だ
、
建
設

一子
会
社
の
単
体
評
価
が
連
結

企
業
が
有
価
証
券
報
告
書
提
出
会
社
の
場
合
、
新
た
な
制

一評
価
に
よ
る
評
価
に
比
べ
て

度
の
適
用
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
単
体
で
も
連
結
財
務

語
表
で
Ｙ
を
評
価
す
る
。
企
業
集
団
内
の
技
術
者
出
向
に

っ
い
て
は

「
引
き
続
き
検
討
」
と
結
論
を
先
送
り
し
た
。
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事
業
持
株
会
社
も
認
め
る
。

経
審
で
の
評
価
は
、
Ｙ
だ

改
正
内
容
は
、
同
日
に
開

か
れ
た
中
央
建
設
業
害
議
会

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

（
Ｗ

Ｃ
）
の
経
審
改
正
専
門
部
会

に
提
示
し
た
。
当
初
、
国
交

省
は
、
グ
ル
ー
プ
経
審
の
適

用
票
件
見
直
し

，
緩
和
の
方

向
で
議
論
を
進
め

て
い
た

が
、
全
国
建
設
業
協
会
な
ど

地
方
建
設
業
界
が
難
色
を
示

し
た
た
め
、
グ
ル
ー
プ
経
客

と
切
り
離
し
、
新
た
な
企
業

集
団
評
価
制
度
を
創
設
す
る

と
い
う
形
で
決
書
さ
せ
る
。

新
た
な
制
度
の
適
用
要
件

は
、
親
会
社
が
公
認
会
計
士

ま
た
は
監
査
法
人
を
会
計
監

萱
人
と
し
て
設
置
し
、
そ
の

会
計
監
査
を
受
け
て
い
る
こ

と
の
ほ
か
、
企
業
集
団
に
合

ま
れ
る
連
格
子
会
社
の
要
件

を
設
定
し
た
。
具
体
的
に
は
、

親
会
社
が
有
価
証
券
報
告
書

提
出
企
業
の
場
合
、
財
務
話

・３
日
に
開
か
れ
た
経
営
事
項
審
査

改
正
専
門
部
会
委
員
の
主
な
発
言
要

旨
は
次
の
と
お
り
。

◇
高
木
敦
モ
ル
ガ
ン

・
ス
タ
ン
レ
ー

証
券
マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

「
Ｙ

（経
営
状
況
）
の
総
資
本
売
上

総
利
益

の
寄
与
度
が
２４
％
で
高
い

が
、
企
業
の
会
計
基
準
に
よ

っ
て
違

い
が
出
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
」

◇
鈴
木
康
天
大
進
工
建
社
長

「
防
災

協
定
の
確
認
を
担
保
す
る
仕
組
み
が

必
要
」

◇
竹
島
克
朗
清
水
建
設
総
合
企
画
部

長

「
グ
ル
ー
プ
内
で
の
技
術
者
の
流

動
は
経
営
上

の
大
き
な
ポ
イ

ン
ト

だ
。
夏
面
目
に
経
営
し
て
い
る
企
業

の
た
め
に
も
検
討
し
て
成
案
に
し
て

も
ら
い
た
い
」

◇
橋
本

一
彦
新
菱
冷
熱
工
業
副
社
長

「運
用
す
る
発
注
者
側
に
問
題
も
あ

る
。
中
央
建
設
業
審
議
会
に
提
出
す

る
際
に
は
、
こ
の
問
題
も
強
調
し
て

ほ
し
い
」

◇
絹
川
治
公
成
建
設
代
表
取
締
役
会

長

「
厳
し
い
中
小
企
業
の
現
状
に
配

慮
し
て
も
ら
い
感
謝
し
て
い
る
。
運

用
に
向
け
て
は
市
町
村
に
主
観
点
数

も
含
め
た
活
用
を
指
導
し
て
も
ら
い

た
い
。
防
災
協
定
に
つ
い
て
は

一
律

‐５
点
で
は
な
く
、
協
定
を
締
結
し
て

い
る
団
体
に
よ

っ
て
グ
レ
ー
ド
を
つ

け
る
べ
き
」

◇
六
波
羅
昭
建
設
業
情
報
管
理
セ
ン

タ
ー
理
事
長

「
改
正
案
は
ウ
エ
ー
ト

の
バ
ラ
ン
ス
も
良
く
、
全
体
と
し
て

利
益
や
社
≡会
性
の
影
響
が
高
く
な

っ
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価
を
実
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す
る
た

め
、
評
価
内
容
と
ウ
エ
ー
ト

の
大
幅
に
改
正
す
る
方
針
な

ど
を
打
ち
出
し
た
。

新
た
な
企
業
団
評
価
制
度

の
創
設
で
は
、
連
結
子
会
社

の
財
務
状
況
を
連
結
財
務
諸

表
で
評
価
し
、
そ
の
ほ
か
の

評
価
項
目
は
実
際
の
数
値
で

評
価
す
る
考
え
を
打
ち
出
し

て
い
る
。

国
交
省
の
大
森
雅
夫
官
房

審
議
官

（建
設
産
業
）
は
、

部
会
報
告
を
受
け

「
当
初
の

目
的
だ

っ
た
公
正
で
実
想

に

即
し
、
企
業
の
経
営
を
妨
げ

な
い
評
価
に
向
け
、
大
き
な

方
向
性
を
打
ち
出
す
こ
と
が

で
き
た
。
適
切
な
運
用
に
向
一

け
、
行
政
の
取
り
組
み
や
各

発
注
者

へ
の
指
導
を
図

っ
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

い
１０
面
に
部
会
委
員
の

発
百
要
旨

て
い
る
。
社
会
的
評
価
に
は
も

っ
と

盛
り
込
め
る
項
目
が
あ
る
の
で
検
討

し
て
ほ
し
い
」

◇
三
浦
良
信
宮
城
県
土
本
部
長

「
自

治
体
で
は
入
り
口
で
虚
偽
を
見
抜
く

の
は
難
し
い
。
職
員
向
け
の
チ

ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
集
な
ど
が
あ
れ
ば
あ
り

が
た
い
」

◇
丹
羽
秀
夫
公
認
会
計
士

「
入
札
ボ

ン
ド
の
導
入
が
増
え
、
ボ
ン
ド
会
社

が
財
務
力
を
み
る
こ
と
に
な

っ
た
場

合
、
Ｘ

合
兎
成
工
事
高
、
自
己
資
本

額
な
ど
）
、
Ｙ
項
目
と
重
な
る
分
が

出
て
く
る
。
ボ
ン
ド
適
用
工
事
で
は

こ
れ
ら
の
項
目
を
除
く
な
ど
の
試
行

的
な
取
り
組
み
も
必
要
」

◇
白
石
孝
誼
白
石
名
誉
会
長

「
発
注

者
側
の
意
識
改
革
を
進
め
る
た
め
、

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
実
態
を
把
握
し

て
公
表
す
る
こ
と
な
ど
も
必
要
」

19年 6月 14日

建設通信新聞


